
散歩中や活動中に肘がはずれることがあります（肘内障） 
 

2025年 4 月●日 
 
来週から（●●日から）散歩に行き始めます。新入園のお子さんもおり、担任も変わりまし

たので、少しずつ進めていきます。 
 
 車道の横などで子どもが急に走り出したり、公園から飛び出そうとしたりした時など、保育
者が急いで子どもの手を引くこともあります。深刻な事故を防ぐためですので、ご理解くださ
い。そしてその際、子どもの肘がはずれる場合もあります。いわゆる肘内障（ちゅうないしょ
う）と呼ばれる状態です。肘の靱帯から肘の外側の骨（橈骨頭）がはずれかかることによって
起こるもので、発達途上、関節の可動域が広く、靭帯もおとなほどには強くない子どもにとっ
ては珍しいことではありません。 
 
 
 
 
 
                      公益社団法人日本整形外科学会の「肘内障」から 

 
 肘内障が起きた場合は、すぐに受診して元に戻してもらいます。保護者の方に御連絡はしま
すが、はずれた状態ではとても痛いため、また、起きた状況によっては肘内障ではなく骨折と
いう場合もあり得ますので、すぐ受診しますこと、御承知おきください。 
 体の成長にかかわることですので、肘内障を起こしやすい子どももいる点をご理解くださ
い。手を引っ張った時だけでなく、自分で寝返りを打った時、転んだ時などに起こることもあ
ります。 
 
 
注： 

 
・肘内障の場合、子どもはたいてい腕をだらんとさせます。どんな姿勢であれ、それがその子にとって最も

痛くない姿勢なのですから、無理に動かしたり動かすよう指示したりしてはいけません。体のどこかで骨

折などが疑われる場合も同じです。 
 

・子どもがまっすぐ上に腕を伸ばして、つっぱるような形（おとなが子どもをぶら下げているような形）で保育者と手をつ

なぐのは、それ自体が危険です（子どもが歩きにくいだけでなく、腕がまっすぐに伸びていると肘もはずれやすい）。 
 

・おとなが子どもの手を握っていると、子どもが転んだり走り出そうとしたりした際に引っ張られて、肘内障になるリスク

が上がりますので、子どもがおとなの指を握るような形で手をつないでください。 
 

・手をつなぐのが嫌いな子ども、振りほどいてでも（噛みついてでも）走り出そうとする子どもについては、そもそも散歩

に連れていくかどうかという判断を（この次のひな型も参照）。 

印刷物で出すなら、タイトル部
分は他のひな型を見て、きち

んと整形してください 

新年度以外に出す場合、この段
落は削除して、適宜、導入文を 

図を載せるなら、必須 


